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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 36,568 △1.1 663 △35.7 719 △31.3 535 △10.0
23年3月期第3四半期 36,973 2.5 1,031 8.7 1,047 8.6 594 △24.0

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 278百万円 （△59.6％） 23年3月期第3四半期 690百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 18.53 ―
23年3月期第3四半期 20.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 40,370 19,017 46.5 649.36
23年3月期 41,002 18,487 44.5 632.12
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  18,762百万円 23年3月期  18,265百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
24年3月期 ― 3.00 ―
24年3月期（予想） 4.00 7.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,400 △2.0 870 △30.9 930 △27.1 580 △10.6 20.07



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P．4「２．サマリー情報（その他）に関する事項 （3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
P．3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 28,965,449 株 23年3月期 28,965,449 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 71,196 株 23年3月期 70,577 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 28,894,621 株 23年3月期3Q 28,895,577 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災（以下「震災」という。）により大幅に落ち込ん

だ生産や輸出が徐々に回復しましたが、夏場以降は、欧州債務問題等による海外経済の減速や円高の影響などか

ら回復のペースが大幅に鈍化し、今後も、震災からの復興需要が期待される一方、国内・海外とも景気の下振れ

が懸念される状況にあります。  

陸運業界においては、震災により国内貨物輸送量が落ち込み、その後も景気停滞や自然災害もあって回復が遅

れています。国際貨物については、円高により輸出が減少し、輸入が増加する傾向にあります。この間、燃油費

や国際輸送運賃等が上昇する中で、顧客の物流費削減の動きに同業者間の競争が加わって、運賃値下げ圧力や選

別が強まるなど、厳しい経営環境が続きました。 

  

このような状況下にあって、当社グループは、今年度を「収益基盤を強固にし、将来の飛躍に向けた一歩を踏

み出す年」と位置づけ、全国ネットワークと多様な輸送手段を活用して顧客に物流合理化の提案を行なう営業開

発を推進するとともに、引き続き業務の効率化やコスト削減に取り組みました。また、今年度の重点施策である

「首都圏物流拠点の整備・拡充」、「食品物流事業への本格的参入」及び「国際物流事業の拡大・強化」につい

て、具体的に、新物流センターの建設や他社との合弁による事業の立上げに注力しました。 

  

これらの結果、営業収益は、主力の貨物輸送や液体輸送の取扱量の減少により、前年同四半期に比べ1.1％減

の365億68百万円となりました。経常利益は、引続き自車稼働率の向上や固定費の削減に努めましたが、営業収

益の減少や販売費及び一般管理費の増加、さらに食品物流合弁会社の営業開始に伴う初期損失が発生したことか

ら、前年同四半期に比べ31.3％減の7億19百万円となりました。また、四半期純利益は、特別損益において固定

資産売却益等はありましたが、経常利益の減益に加え、税制改正による法人税率の低下に伴い法人税等調整額が

増加したことから、前年同四半期に比べ10.0％減の5億35百万円となりました。  

  

   セグメント別の業績概況は次のとおりです。 

  

貨物輸送 

昨年秋の食品物流合弁会社の営業開始や主要顧客の潤滑油製品輸送の元請化による取扱いの増加はありまし

たが、依然として非鉄金属を中心とした素材関連貨物の回復は鈍く、また、鉄道コンテナ輸送において上半期

に多発した自然災害による輸送障害の影響が大きく、全体の取扱量は減少しました。 

この結果、営業収益は前年同四半期に比べ1.2%減少しました。 

  

液体輸送 

化成品の輸送量は前年同期並みに推移しましたが、主力のガソリン等石油製品の輸送においては、震災の被

災地を中心に回復の傾向にあったものの、震災や自動車の燃料転換による需要減退の影響が大きく、部門全体

では輸送量が減少しました。 

この結果、営業収益は前年同四半期に比べ2.6％減少しました。 

  

国際物流 

世界的な電子部品・材料の需要減退に伴う貨物量の減少はありましたが、震災で被災した国内工場の復旧、

タイの洪水の影響による自動車関連工場の供給体制の再編、円高による国内工場の海外シフトの進展等から、

当部門の貨物取扱量は増加しました。 

この結果、営業収益は前年同四半期に比べ7.8％増加しました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



当第３四半期累計期間のセグメント別の営業収益は次のとおりです。 

   （注）１．その他の事業はビル賃貸、保険代理店等であります。 

      ２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。 

   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期末の総資産は403億70百万円となり、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比べ6億32

百万円減少しました。 

このうち、流動資産は104億80百万円となり、4億93百万円増加しました。この主な要因は、有価証券の取得4

億99百万円によるものです。 

また、固定資産は298億40百万円となり、11億76百万円減少しました。この主な要因は、新物流センター建設

等の設備投資はありましたが、減価償却や土地の売却等による有形固定資産の減少4億円、投資有価証券及び関

係会社株式の時価の下落等による減少2億50百万円、本店の移転等に伴う差入保証金の返還による減少1億35百万

円並びに土地の売却及び税制改正による税率低下に伴う長期繰延税金資産の取崩しによる減少3億45百万円によ

るものです。 

当第３四半期末の負債合計は213億53百万円となり、前期末に比べ11億62百万円減少しました。この主な要因

は、長期借入金の返済による減少4億84百万円並びに土地の売却及び税率低下に伴う再評価に係る繰延税金負債

の減少8億2百万円によるものです。 

純資産合計は190億17百万円となり、前期末に比べ5億29百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金の

増加10億22百万円、その他有価証券評価差額金の減少1億92百万円及び土地再評価差額金の減少3億34百万円によ

るものです。この結果、自己資本比率は前期末の44.5%から46.5%となりました。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期の業績は概ね当初計画に沿って進捗しており、通期の業績について、現時点では、平成23年10月

27日に公表した予想に変更はありません。   

   

セ グ メ ン ト 営業収益（百万円） 前年同期比（％） 

貨 物 輸 送  20,449  98.8

液 体 輸 送  12,223  97.4

国 際 物 流  3,747  107.8

そ  の  他  147  59.6

合     計  36,568  98.9



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

当社グループは、当連結会計年度において、構築物・機械装置他有形固定資産の減価償却方法について、従来の

定率法から定額法に変更しております。 

減価償却方法の変更が当第３四半期連結累計期間の連結損益計算書に与える影響は次のとおりであります。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

（単位：百万円）

 減価償却費  減価償却費 変更が各項目に与える影響額 

定率法によった場合 定額法によった場合 減価償却費 

  1,112   1,049   △63



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,409 2,442

受取手形及び営業未収入金 6,750 6,717

有価証券 30 530

原材料及び貯蔵品 43 73

その他 767 727

貸倒引当金 △14 △10

流動資産合計 9,986 10,480

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,101 6,151

土地 19,585 18,358

その他（純額） 1,714 2,490

有形固定資産合計 27,401 27,001

無形固定資産 195 168

投資その他の資産   

投資有価証券 2,174 1,924

その他 1,369 859

貸倒引当金 △125 △113

投資その他の資産合計 3,419 2,670

固定資産合計 31,016 29,840

繰延資産 － 50

資産合計 41,002 40,370

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 4,166 4,264

短期借入金 4,702 4,903

未払法人税等 426 262

賞与引当金 584 282

災害損失引当金 39 2

その他 2,169 2,394

流動負債合計 12,088 12,110

固定負債   

長期借入金 4,345 3,861

再評価に係る繰延税金負債 3,195 2,393

退職給付引当金 2,170 2,164

役員退職慰労引当金 44 53

その他 670 770

固定負債合計 10,426 9,242

負債合計 22,515 21,353



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,559 3,559

資本剰余金 3,077 3,077

利益剰余金 8,622 9,644

自己株式 △19 △20

株主資本合計 15,239 16,261

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 502 310

繰延ヘッジ損益 △5 △2

土地再評価差額金 2,528 2,193

その他の包括利益累計額合計 3,025 2,501

少数株主持分 222 254

純資産合計 18,487 19,017

負債純資産合計 41,002 40,370



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業収益 36,973 36,568

営業原価 34,319 34,222

営業総利益 2,653 2,346

販売費及び一般管理費 1,622 1,682

営業利益 1,031 663

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 45 48

助成金収入 36 39

その他 46 61

営業外収益合計 131 151

営業外費用   

支払利息 83 81

その他 31 14

営業外費用合計 114 95

経常利益 1,047 719

特別利益   

固定資産売却益 28 442

貸倒引当金戻入額 15 －

収用補償金 － 53

退職給付制度改定益 － 22

その他 1 1

特別利益合計 45 519

特別損失   

固定資産除売却損 9 33

貸倒引当金繰入額 7 1

投資有価証券評価損 14 54

ゴルフ会員権評価損 － 8

ゴルフ会員権売却損 － 6

減損損失 7 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 23 －

災害による損失 － 23

特別損失合計 61 133

税金等調整前四半期純利益 1,032 1,105

法人税、住民税及び事業税 297 403

法人税等調整額 133 233

法人税等合計 430 636

少数株主損益調整前四半期純利益 601 468

少数株主損失（△） 6 △66

四半期純利益 594 535



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 601 468

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 88 △192

繰延ヘッジ損益 0 2

その他の包括利益合計 89 △189

四半期包括利益 690 278

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 684 345

少数株主に係る四半期包括利益 6 △66



該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。 

   

   

セグメント情報及び個別情報は、当第３四半期決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開

示を省略しております。  

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（開示の省略）
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